
眼
鏡
岩
（
瀬
戸
越
町
）

　

眼
鏡
岩
（
写
真
右
）
は
、
高
さ
約　

㍍
、

10

長
さ
約　

㍍
の
岩
で
、
向
か
っ
て
右
側
に

20

直
径
約
5
㍍
、
左
側
に
直
径
約
8
㍍
の
2

つ
の
穴
が
あ
り
、
旧
平
戸
藩
時
代
に
は
、

平
戸
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
伝
わ
る
民
話
で
は
、「
大

昔
、
昼
寝
を
し
て
い
た
大
き
な
鬼
が
目
を

覚
ま
し
、
手
足
を
伸
ば
し
た
途
端
、
両
足

が
前
の
岩
に
当
た
っ
て
2
つ
の
穴
が
開
い

た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
は
、
こ
の

辺
り
は
大
昔
は
海
中
に
あ
り
ま
し
た
。
海

水
の
浸
食
で
軟
ら
か
い
砂
岩
質
の
水
成
岩

に
穴
が
開
い
て
次
第
に
大
き
く
な
り
、
そ

の
後
、
隆
起
し
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
の
信
仰
の
場
所
と
な
っ
た
眼
鏡
岩

を
、
多
く
の
僧
侶
が
訪
れ
ま
し
た
。
岩
肌

に
刻
ま
れ
て
い
る 
梵
字 

ぼ

ん

じ

と 
千
手 
観
音
な
ど

せ
ん
じ
ゅ

は
、
平
安
時
代
に
弘
法
大
師
が
こ
の
奇
岩

を
見
て
「
仏
縁
の
地
」
と
信
じ
、
彫
っ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
通
り
周
辺

佐
世
保
橋

　

明
治　

（
一
八
八
九
）
年
に
最
初
に
架

22

橋
さ
れ
た
と
き
は
、
木
造
の
橋
で
し
た
。

そ
の
後
、
明
治　

年
の
大
洪
水
で
流
失
し

37

た
た
め
、
同　

年
に
当
時
と
し
て
は
珍
し

39

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
に
架
け
替
え
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和　

（
一
九
三
九
）
年
に
は

14

拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
、
当
時
は
「
海
軍
橋
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。
昭

和　

年
、
米
海
軍
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー

43
プ
ラ
イ
ズ
の
佐
世
保
港
入
港
の
と
き
に
は
、

警
察
機
動
隊
と
デ
モ
隊
が
こ
こ
で
衝
突
し

ま
し
た
。
現
在
の
橋
は
、
昭
和　

年
に
架

60

け
替
え
ら
れ
た
「
3
代
目
」
で
す
。

佐
世
保
公
園
（
平
瀬
町
）　

　

ア
ル
バ
カ
ー
キ
橋
を
渡
っ
た
右
側
の
小

高
い
丘
（
写
真
左
）
は
、
も
と
も
と
「
横

島
」
と
呼
ば
れ
る
島
で
し
た
。
江
戸
時
代

末
期
に
横
島
を
中
心

に
周
辺
が
干
拓
さ
れ
、

 
播
磨
新  
田 
（
塩
田
）

は
り
ま
し
ん
 
で
ん

と
な
り
ま
し
た
。
明

治
時
代
に
な
り
、
海

軍 
鎮
守  
府 
が
設
置
さ

ち
ん
じ
ゅ 
ふ

れ
る
と
、
佐
世
保
海

兵
団
東
練
兵
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦

後
は
米
兵
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
公
園
と

し
て
利
用
さ
れ
、
一
般
市
民
の
利
用
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和　

（
一
九
七
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八
）
年
に
そ
の
一
部
が
返
還
さ
れ
、
翌
年

6
月
か
ら
佐
世
保
公
園
と
し
て
一
般
市
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

旧
凱
旋
記
念
館
（
平
瀬
町
）

　

凱
旋
記
念
館
は
、

第
一
次
世
界
大
戦

の
勝
利
を
祝
っ
て

大
正　

（
一
九
二

12

三
）年
に
建
設
さ
れ
、

海
軍
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
は
、

米
軍
施
設
と
な
り

ま
し
た
が
、
昭
和

　

（
一
九
七
七
）
年
に
返
還
さ
れ
、
同　

52

57

年
に
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
写
真
右
）
と
な

り
ま
し
た
。

旧
水
交
社
（
上
町
）

　

水
交
社
は
、
明
治　

（
一
八
九
八
）
年

31

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
宿
泊
施
設
、
食
堂

な
ど
を
備
え
、
海
軍
士
官
の
懇
親
な
ど
に

利
用
さ
れ
た
3
階
建
て
の
洋
風
の
建
物
で

し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
米
軍
施

設
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和　

（
一
九
八

57

二
）
年
に
返
還
さ
れ
、
現
在
は
、
海
上
自

衛
隊
佐
世
保
史
料
館
の
一
部
と
し
て
、
八

角
形
装
飾
屋
根
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎮
守
府
跡
（
平
瀬
町
）

　

明
治　

（
一
八
八
九
）
年
7
月
に
海
軍

22

の
鎮
守
府
が
開
庁
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

　

（
一
九
四
五
）
年
6
月
の
大
空
襲
で
内

20

部
は
焼
失
し
ま

し
た
。

　

戦
後
、
米
軍

施
設
と
な
り
ま

し
た
が
そ
の
後

返
還
さ
れ
、
現

在
は
海
上
自
衛

隊
佐
世
保
地
方

総
監
部
（
写
真

上
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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�
現
在
の
佐
世
保
橋

▲
大
正
時
代
の
佐
世
保
橋

海上自衛隊佐世保史料館

が
い
せ
ん

す
い
こ
う
し
ゃ

福
石
観
音

    

（
福
石
町
）

か
ん
の
ん

　

福
石
観
音
は
、
九
州
七
観
音
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
、
旧
平
戸
藩
の
時
代
か
ら
「
平

戸
八
景
」
の
一
つ
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ

て
い
る
名
所
で
す
。

　

ご
本
尊
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩

       

像
は
、

か

ん

ぜ

お

ん

ぼ

さ

つ

奈
良
時
代
の
高
僧 
行
基 
の
作
と
言
わ
れ
る

ぎ
ょ
う
き

木
像
で
、
本
堂
奥
の
行
基
岩
と
呼
ば
れ
る

 
岩
窟 
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
く
つ

　　

観
世
音
菩
薩
像
は
年
に
3
回
、
春
秋
の

彼
岸
と
夏
の
「 
四
万
六
千
日
祭 
」
の
と
き

し
ま
ん
ろ
く
せ
ん
に
ち
さ
い

に
開
帳
さ
れ
拝
観
で
き
ま
す
。

　

本
堂
の
隣
に
は
、 
弘
法
大
師 
（ 
空
海 
）

こ
う
ぼ
う
だ
い
し 

く
う
か
い

の
木
像
を
ご
本
尊
と
す
る
大
師
堂
が
立
っ

て
い
ま
す
。
弘
法
大
師
は
、
平
安
時
代
に

行
基
の
行
脚
の
跡
を
追
っ
て
こ
の
地
を
訪

れ
、
本
堂
の
そ
ば
に 
清
岩
寺 
を
創
建
し
た

せ
い
が
ん
じ

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
は
福
石
山
と
も
言
わ
れ
、
北
側
に

登
っ
て
い
く
と
、
弘
法
大
師
が
座
禅
を
組

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
座
禅
岩
」
が

あ
り
、「 
羅
漢
窟 
」
と
言
わ
れ
る 
洞
窟 
に
は
、

ら
か
ん
く
つ
 

ど
う
く
つ

弘
法
大
師
が
安
置
し
た
と
さ
れ
る
「
五
百

羅
漢
」（
写
真
左
）
が
あ
り
ま
す
。

　

羅
漢
像
は
、
江
戸
時
代
に
平
戸
藩
主

 
静
山
公  
松
浦
清 
が
再
建
し
た
と
言
わ
れ
、

せ
い
ざ
ん
こ
う ま
つ
ら
き
よ
し

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
羅
漢
窟
に
い
っ
ぱ

い
の
羅
漢
像
が
あ
り
ま
し
た
が
、
終
戦
後
、

羅
漢
窟
内
が
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
た
た
め
、

壊
さ
れ
た
り
捨
て
ら
れ
た
り
し
て
、
現
在

は
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
安
ら
ぎ
の

あ
る
場
所
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

　
　

　

福
石
観
音
清
岩
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
 
松
本
一
盛 
さ
ん
（　

歳
）

ま
つ
も
と
い
っ
せ
い
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観
音
様
は
、
老
若
男
女
、
貧
富
を
問
わ

ず
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
れ
ば
必
ず
救

わ
れ
る
と
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
信
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た
人
が
、
少

し
で
も
心
の
安
ら
ぎ
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
開
か
れ
た
場
所
と
し
て
、

気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

●２ 

佐
世
保
の

　
　

名
所
、
史
跡
を
再
発
見

　

市
内
に
は
、
昔
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
多
く
の
名
所
、
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
普
段
、
何
気
な
く
見
た
り
聞
い
た

り
し
て
い
る
場
所
で
も
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
歴
史
や
言
い
伝
え
な
ど
を
調
べ
る
と
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
回
は
、
市
内
の
名
所
や
史
跡
を
い
く
つ
か
取
材
し
ま
し
た
。

四万六千日祭で大師堂にお参りする
参拝者たち

十一面観世音菩薩像

五百羅漢

毎年8月には、「四万六千日
祭」が行われ、この期間に参拝
すると四万六千日参拝したの
と同じ功徳（くどく）が得ら
れると言われ、たくさんの参
拝者でにぎわいます。


